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論文内容の要旨
本論文は、クラシック・バレエにおける動きと音楽との関係について、レッスンの現場におけるその構築という観
点を中心に展開した論考であり、目次、論文要旨、本文 (4 章と「終わりにJ )、付記、参考資料一覧、付属音源資
料 (CD) から構成されている (A4 判 98 頁。 400 字換算で約 300 枚)。
第 1 章「舞踊と音楽一先行研究の検討J では、クラシック・バレエを「ダンス・クラシックの身体技法としての側





























次に、「舞踊」を、「振付J としづ全体的な構造という面ではなく、むしろ個々の「動き J に還元して分析的に捉え、
しかもそれを、レッスンの場におけるバレエ・ヒのアニストの「特異なJ 演奏との関わりにおいて集中的に観察するこ
とによって、音楽と舞踊との関係の形成を具体的に解明しており、この点も本論文の際立つた特徴となるものである。
この論文は、本人が長い間バレエを実践してきたことから得た身体感覚をたえず考察の参照点としており、さらに
サンクト・ベテルブルクのバレエ・アカデミーや日本のバレエ教室における観察やバレエ・ピアニスト等へのインタ
ビューをはじめ、さまざまなフィールド的な知に基づく、実証的な裏づけの確かな研究となっている。しかしながら、
先行研究についての論議と本論文における方法論との聞に十分に必然的といえる関連性が見られないこと、また、レ
ッスンの現場を中心に据える反面、リハーサルや本番に関する考察が不十分であることは、短所として指摘されうる
であろう。また「受容」の面からの考察がもっと必要であることも考えられる。しかし、本研究は、音楽と舞踊との
関わりについーて両方の分野に精通した者でなくてはなしえないような数々のすぐれた所見を示しており、舞踊に関わ
る音楽の在り方の特質を解明した試みとして、音楽学研究への新たな貢献を示すものと判断されうる。よって、本論
文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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